































































































































































『大乗稲芋経』（敦煌出土本，大正蔵 No. 712）の注疏である。敦煌写本は 40点
























図 3　Дx.4760 の「君」字拡大 図 4　Дx.4760 の「君」字の部分拡大



















































































する①『元祐秘閣続帖』正月複書 2行目 4字めの「隠」，それに x.5748の 4行

















































































1）旧名称はロシア科学アカデミー東方研究所サンクトペテルブルク支所（The Institute of 

























































食帖」，スタイン本は S. 3753「瞻近帖」と「龍保帖」，ぺリオ本は P. 4642「旃 帖」の臨
書であり，三者は別々の手であるとされる。S. 3753は薄い紅色，P. 4642は薄い青色の染
紙に書かれており，黄色い染紙に書かれた IOM所蔵「索靖月儀帖」とも共通する。
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